
○校内研修の充実 

（授業改善、児童理解） 

 

 

○道徳教育の充実 

 
【漁協の方と】 【縦割りｸﾞﾙｰﾌﾟで】 

平成３０年度 岩田小学校 いじめ防止基本方針 

 

 

 

 

（１） いじめの未然防止の取り組み 

 ○子どもにとって「分かる・楽しい」授業の実践  

  ・課題解決に向けてやりぬく場 

  ・「共に学ぶ楽しさ」を味わう場 

  ・考えの違いに気付き、認め合う場 

 ○子どもに寄り添った指導  

  ・ひとりひとりへの認め、励まし 

  ・安心感をもたせる学級づくり 

 ○体験活動と交流活動の推進 

 

 

 

 

 

 

（２） いじめの早期発見の手立て 

 ○ハートケアタイム（生徒指導委員会）年間６回 

  ・生徒指導、生活指導の目標の評価と改善策の検討 

  ・生徒指導上の諸問題とその対応の共通理解 

  ・児童理解や対応スキルを高める研修 

 ○先生と話そう 年間２回 

  ・「心のアンケート」を基に、児童の思いを聴く。 

  ・不安や悩みを受け止め、児童と一緒に考える。   ○心のアンケート 年間３回 

 ○Ｑ－Ｕ 実施 年間１回           

  ・学級内での児童の状況や前年度との変容を把握し、   

支援の仕方を検討する。            

 ○学校をよりよくするためのアンケート 年間２回 

  ・児童、保護者、教員、学校協議員が回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○教育相談（随時対応） 

  ・毎月数回、スクールカウンセラーが来校し、児童の観察やカウンセリングを行う。 

  ・夏休み初めに、担任が保護者との個人面談を行う。 

 

確かな児童理解、居場所を保障する 

 

【学び合い】 

 
【地区のお年寄りと】 

 
【大藤小・向笠小児童と】 

 

「Q-U」は、「いごこちのよいクラスにするための

アンケート（学級満足度尺度）」と「やる気のある

クラスをつくるためのアンケート（学校生活意欲

尺度）」の２つの心理検査から構成され,子ども個

人と，学級集団の情報から，不登校，いじめ，学

級崩壊などの問題に対応するデータが得られる。 

<平成２９年度１０月集計>  （人） 

聞きたいこと はい いいえ 

① 自分のことが好きですか。 105 22 

② 学校に来るのが楽しいです

か。 

120    7 

③ あなたは、だれかにいじめ

られていますか。 

  8 

(8) 

 109 

④ あなたは、だれかをいじめ

ていますか。 

  3 

（3） 

 113 

⑤ いじめられている子を知っ

ていますか。 

  3 

(3) 

 109 

⑥ 普段の生活の中で、悩んで

いることはありますか。 

 12  100 

※②③④の下段（）は、申告の内容を事実確認

し、対応（指導や経過観察）した人数 

自他を大切にする、個性の尊重 

<平成２９年度２学期集計・児童> 

「かなりあてはまる」「まああてはまる」の合計（％） 

授業の内容がよく分かる。 96 

授業が楽しい。 93 

学級や学校には、お互いにルールを守り協

力する雰囲気がある。 

92 

学校に相談できる人がいる。 87 

先生は自分のことを分かってくれている。 93 

友達の良さが分かって、自分もまねしよう

としている。 

93 

 

「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等当該児童等と一定の人的関

係にある他の児童等が行う心理的または物理的な影響を与える行為（インターネットを通じて行われるもの

を含む。）であって、当該行為の対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 

自己肯定感・有用感の醸成、人権感覚の育成 
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（３）いじめに対する措置 

 

【組織的対応フロー図】 
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関係職員召集 

いじめ情報キャッチ 

全職員 

 

生徒指導主任 教 頭 校 長 

いじめ・不登校対策委員会 

【全職員】 

いじめ認知及び事実関係報告 

調査方針・方法の決定 

調査・報告（事実関係の把握） 

指導方針・方法（対応策）の決定 

解決に向けた指導 
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再発防止・未然防止活動 
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迅速な対応を！ 

<いじめにより児童の生命や身体の安全又は財産が脅かされるような重大事案が発生した場合> 

◇速やかに市教育委員会に報告し、調査の主体が決定される。 

◇学校が調査主体の場合、市教育委員会の指導・助言のもと、調査組織を設置し、事実関係の調査・報告

を速やかに行い、必要な措置を高じる。 

◇事実関係について保護者への説明が必要と判断する場合は、当事者の同意を得た上で、説明文書の配布

や保護者会を実施する。 

◇市教育委員会が調査主体の場合、資料の提出など、調査に協力する。 

いじめの疑い報告 

指導方針 

指導方法 

（対応策） 

の決定 

解決に向けた指導 

解 消 

継続的指導・経過観察 


